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（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

11月定例会議の概要
　滋賀県議会は、11月定例会議を11月27日から12月21日までの25日間の日程で
開きました。
　11月定例会議では、「滋賀県スポーツ推進条例案」をはじめとする議員提出
議案９件と、「平成27年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）」をはじめとする
知事提出議案41件が上程されました。これらを審議した結果、意見書案１件を
否決したほかは、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　また、９月定例会議において継続審議とされていた「平成26年度滋賀県一般
会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて」ほか３件を
認定しました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審査および
調査を行いました。

●滋賀県スポーツ推進条例案を可決
　スポーツ振興特別委員会において検討を進めてきた滋賀県スポーツ推進
条例案が提出され、全会一致で可決しました。
　この条例は、スポーツの推進に関する施策の基本となる事項を定めること
により、スポーツの推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって
県民の心身の健康の保持増進を通じて健康寿命の延伸を図り、豊かで潤い
のある県民生活の形成および活力ある地域社会の実現に寄与することを目
的とするものです。
　条例の概要については、裏面に記載しています。

●決算の認定に対する附帯決議案を可決
　「平成26年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて」に対し、来年度以降の事業執行に当たり、当該県営住宅
の用地の賃貸借契約に係る借地料については、債務負担行為として定めるこ
と、地方自治法第234条の３の規定による長期継続契約として締結した契約
であって長期にわたり多額の支出を必要とするものについて、速やかに議会
に報告することを求める附帯決議案を決算特別委員会で可決した旨、本会議
で委員長から報告されました。

障
害
者
施
策

問
　

本
県
で
は
、
昨
年
、
全
て

の
人
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
、

居
場
所
と
出
番
を
実
感
で
き
る
共

生
社
会
を
目
指
し
て
、
滋
賀
県
障

害
者
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
は
、
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
働
き
、
み
ん
な
と
ま
ち
で

生
き
る
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、

そ
の
人
ら
し
く
、
い
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
み
ん
な
で

取
り
組
む
と
い
う
５
つ
の
視
点
か

ら
、
地
域
で
と
も
に
暮
ら
し
、
と

も
に
学
び
、
と
も
に
働
き
、
と
も

に
活
動
す
る
こ
と
の
実
現
と
い
う

基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
６
年
間
の
初
年
度
に

お
け
る
、
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
て
の
現
在
の
課
題
認
識
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　

発
達
障
害
や
難
病
を
は
じ

め
と
す
る
制
度
の
谷
間
、
空

白
の
解
消
や
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
を

は
じ
め
と
す
る
本
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
の
提
供
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
が
望
む
暮
ら
し
を
実
現

で
き
る
社
会
へ
は
、
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
発
達
障
害
の
あ

る
人
へ
の
支
援
の
充
実
、
障
害
の

あ
る
人
の
就
労
支
援
の
促
進
、
重

度
心
身
障
害
や
行
動
障
害
な
ど
本

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
専
門
的
な

支
援
の
充
実
を
含
む
８
つ
の
重
点

施
策
に
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
で

集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
は
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
優

し
い
社
会
に
な
る
と
考
え
、
全
て

の
人
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
、
居

場
所
と
出
番
を
実
感
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
着

実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
今
回

の
大
筋
合
意
や
政
府
が
示
し

た
大
綱
を
踏
ま
え
、
農
業
へ
の
影

響
の
把
握
や
分
析
に
取
り
組
み
、

対
応
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
に
よ
り
安
価
な
外

国
産
米
が
輸
入
さ
れ
、
国
産
米
の

価
格
が
下
落
し
て
も
、
品
質
の
良

い
滋
賀
の
環
境
こ
だ
わ
り
米
、
と

り
わ
け
独
自
の
品
種
と
し
て
生
み

出
さ
れ
た
「
み
ず
か
が
み
」
な
ど

の
高
付
加
価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
に
具
体
的
に
取
り
組
む
の

か
、
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
つ
い
て
、

米
で
は
約
18
億
円
、
牛
肉
で

は
約
９
億
円
の
生
産
額
が
減
少
し
、

影
響
が
大
き
い
６
つ
の
品
目
で
約

40
億
円
が
減
少
す
る
と
試
算
し
て

づ
く
り
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
役
割
を

周
知
す
る
た
め
、
10
月
を
「
滋
賀

の
“
ち
い
さ
な
企
業
”
応
援
月
間
」

と
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
滋
賀
の
“
ち
い
さ

な
企
業
”
魅
力
発
信
事
業
」
を
創

設
し
、
地
域
に
根
付
い
た
事
業
展

開
な
ど
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

人
材
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

県
と
労
働
局
と
の
合
同
企
業
説
明

会
の
開
催
を
は
じ
め
、
県
内
企
業

へ
就
職
を
希
望
す
る
若
年
求
職
者

を
育
成
し
、
企
業
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
り
就
職
に
つ
な
げ
る

「
滋
賀
の
“
三
方
よ
し
”
若
者
未
来

塾
事
業
」
や
、
卒
業
予
定
者
向
け

の
県
内
企
業
情
報
サ
イ
ト
「
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
し
が
」
に
よ
り
、
中
小
企
業

の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組
な
ど
を

通
じ
て
、
人
材
確
保
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

教
育
問
題

問
　

学
校
の
教
育
力
の
向
上
に

は
、
政
策
、
人
事
、
資
金
、

応
援
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
全

て
の
学
校
に
愛
情
を
注
ぎ
、
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、
県
下
の
高
校
の
自
主
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
教

育
力
の
向
上
を
図
る
支
援
策
を
講

じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

地
域
を
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る

の
か
、
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　

人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊

か
な
滋
賀
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
期
待
に
応
え
る
魅
力
と
活
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
米
で

は
「
み
ず
か
が
み
」
の
特
Ａ
を
取

得
し
、
県
内
外
の
需
要
を
切
り
拓

く
特
色
あ
る
米
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

近
江
牛
で
は
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

と
生
産
基
盤
拡
大
に
よ
る
増
頭
対

策
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
消
費
拡

大
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
品
目
も
、
生
産
が
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
守

り
の
支
援
策
と
経
営
体
質
強
化
の

た
め
の
攻
め
の
支
援
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
実
施
に
当
た

り
、
国
の
施
策
を
分
析
し
、
十
分

活
用
す
る
と
と
も
に
、
国
の
動
き

を
注
視
し
、
市
町
や
関
係
団
体
、

生
産
者
等
現
場
の
声
を
聴
き
な
が

ら
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に

実
施
し
ま
す
。

産
業
振
興

問
　

本
県
で
は
、
平
成
25
年
４

月
に
滋
賀
県
中
小
企
業
の
活

性
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
事
業
所

の
99
・
８
％
が
中
小
企
業
で
あ
り
、

中
小
企
業
の
果
た
す
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
中
小
企
業
が

社
会
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
広
め

る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
り
、
施
策

を
構
築
す
る
上
で
も
重
要
で
す
。

中
小
企
業
の
社
会
的
役
割
や
存
在

価
値
を
正
し
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

人
材
の
確
保
を
促
進
す
る
取
組
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

答
　

中
小
企
業
は
、
地
域
の
経

済
や
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

生
産
や
消
費
活
動
、
雇
用
や
地
域

11
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　
　  

質
疑
・
質
問
か
ら

11
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　
　  

質
疑
・
質
問
か
ら
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見などを下記までお寄せください。
あて先　〒 520-8577  大津市京町 4 － 1 － 1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

この広報紙は 502,500 部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は１部当たり 6 円です。

11月定例会議で審議した主な議案

11月定例会議で審議した意見書

議 会 か ら の お 知 ら せ

滋賀県スポーツ推進条例の概要について

11月定例会議で採択した請願

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結　果
（議員提出）

会第４号 滋賀県スポーツ推進条例案 可 決
（知事提出）
議第126号～
　 議第129号

平成26年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算
の認定を求めることについて　ほか３件

認 定

議第149号 平成27年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 可 決
議第150号～
　 議第161号

滋賀県行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等に関する
条例案　ほか11件

可 決

議第162号～
　 議第183号

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖流域
下水道高島浄化センター水処理監視制御設備更新工事）　
ほか21件

可 決

議第184号～
　 議第189号

滋賀県副知事の選任につき同意を求めることについて　
ほか５件

同 意

番　　号 件　　　　　　　　　　名 結果
意見書第25号 関西広域連合による国に対する原子力防災対策に関する申入事

項さえ実行されない中での高浜発電所３号機および４号機の再
稼働を行わないことを求める意見書案

否 決

意見書第26号 道路財源の確保を求める意見書案 可 決
意見書第27号 介護報酬における地域区分の見直しを求める意見書案 可 決
意見書第28号 地方大学の機能強化のための支援を求める意見書案 可 決
意見書第29号 介護福祉士等修学資金貸付制度の拡充強化、介護福祉士養成に

係る離職者訓練制度の継続実施等を求める意見書案
可 決

意見書第30号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）の保険適用および
脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見書案

可 決

意見書第31号 教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度の堅持と更なる充
実を求める意見書案

可 決

意見書第32号 夜間中学の整備と拡充を求める意見書案 可 決

◦修学資金貸付制度の拡充・強化ならびに介護福祉士養成に係る離職者訓練（委託訓練）
制度の継続実施等を求める意見書の提出について

　本会議や委員会はいつでも傍聴すること
ができます。ただし、傍聴席には限りがあり
ますので、団体で傍聴される場合は、あらか
じめ御連絡ください。また、車椅子用の傍聴
スペースは２席分あります。詳細については
お問い合わせください。

自由民主党滋賀県議会議員団…… 21人
チームしが 県議団… ……………… 15人
日本共産党滋賀県議会議員団…… ３人
公明党滋賀県議団………………… ２人
良知会………………………………… ２人
定数44人………………………… 現員43人

●議員の辞職
　蔦田恵子議員（良知会）から辞職願が提出され、11月27日の本会議において
辞職が許可されました。

●�「�滋賀県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例案
要綱」に対する意見の募集

　滋賀県議会文教・警察常任委員会では、「滋賀県自転車の安全で適正な利用
の促進に関する条例」の制定を目指しています。
　この度、条例案要綱を取りまとめ、１月21日（木）まで、県民の皆様からの御
意見を募集しています。詳しくは滋賀県議会ホームページを御覧いただくか、
滋賀県議会事務局政策調査課までお問い合わせください。

●滋賀県議会ホームページ
　議会ホームページでは、本会議や委員会の開催情報、議会の
仕組み、議員の紹介、会議録など、県議会の最新の情報を随時
掲載しています。

滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/

　

中
で
も
高
校
は
、
地
域
の
教
育

に
極
め
て
大
切
な
存
在
で
あ
り
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

教
育
が
進
む
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
学
び
、

ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
に
帰
っ
て
頑
張

ろ
う
、
貢
献
し
よ
う
と
思
っ
て
く

れ
る
教
育
が
進
む
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

そ
の
支
援
と
し
て
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
有
効
な
施
策
を
組

み
立
て
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
を

配
置
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
、

地
域
に
支
え
ら
れ
る
魅
力
あ
る
高

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
方
創
生

問
　

人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊

か
な
滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略

に
お
け
る
柱
の
１
つ
は
地
域
に
お

け
る
仕
事
の
創
生
で
あ
り
、
地
域

経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
維
持
発
展
が
不
可
欠

で
す
。

　

地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
は
、

継
続
的
か
つ
効
果
的
に
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
観

光
事
業
や
中
小
企
業
振
興
対
策
、

と
り
わ
け
地
方
創
生
先
行
型
で
実

施
さ
れ
た
事
業
の
成
果
を
今
後
の

施
策
へ
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
の
か
、
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
活
性
化
に
向
け
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
等
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
創
業
・
第
二

創
業
へ
の
支
援
や
成
長
産
業
の
発

掘
・
育
成
に
つ
な
げ
、
実
効
性
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
施
策
で
は
、
観
光
地
「
滋

賀
」
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
情

報
発
信
事
業
に
よ
り
、
首
都
圏
等

で
一
定
の
認
知
度
向
上
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
本
県
の
多
彩
な

観
光
の
魅
力
を
継
続
的
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　

国
際
観
光
で
も
、
観
光
誘
客
と

県
産
食
品
等
の
販
路
拡
大
を
目
的

と
し
た
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
体
験
観
光
や
環
境

に
こ
だ
わ
っ
た
県
産
食
材
等
を
セ

ー
ル
ス
し
、
高
い
関
心
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
観
光
誘

客
や
食
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
活
か
し
、
総

合
戦
略
の
施
策
の
推
進
に
よ
り
交

流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

問
　

障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
活
動
を
支
援
す
る
「
ア

ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
」
が
ロ
ン
ド
ン
五

輪
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
と

し
て
大
成
功
し
、
障
害
の
あ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造
性
あ
ふ
れ
る

活
動
を
支
援
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
お
り
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

な
ど
が
表
に
飛
び
出
す
機
会
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
滋
賀
を
国
の
拠
点
と
す
る
取

組
や
県
民
の
意
識
醸
成
が
不
可
欠

で
す
が
、
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
滋
賀
の
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
魅
力
を
国
内

外
に
向
け
て
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
発
信

拠
点
と
し
て
新
生
美
術
館
の
整
備

を
進
め
て
お
り
、
優
れ
た
作
品
に

い
つ
で
も
出
会
え
る
場
と
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
や
民
間
施
設
に
も

作
品
を
展
示
し
、
民
間
施
設
が
主

体
的
に
行
う
魅
力
発
信
の
取
組
を

支
援
し
て
お
り
、
県
民
の
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
国
内
外
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
、
滋
賀
が
こ
れ
か

ら
も
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
先

頭
に
立
ち
、
中
心
に
な
り
、
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

新
生
美
術
館

問
　

新
生
美
術
館
の
使
命
を
果

た
し
、
最
小
限
の
投
資
で
最

大
限
の
効
果
を
上
げ
よ
う
と
す
る

た
め
に
、
ま
た
後
世
に
中
途
半
端

な
物
を
つ
く
っ
た
と
言
わ
れ
な
い

た
め
に
も
、
新
生
美
術
館
の
整
備

の
先
送
り
も
含
め
、
事
業
内
容
を

見
直
す
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

答
　

新
生
美
術
館
は
、
滋
賀
の

美
の
魅
力
や
価
値
を
滋
賀
県

か
ら
国
内
、
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

新
た
な
創
造
と
出
会
い
の
場
を
つ

く
り
、
将
来
に
確
実
に
滋
賀
の
美

を
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
、
未

来
に
向
け
た
豊
か
さ
を
追
求
す
る

新
し
い
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
の
持
つ
力
を
結
集
し
て
、

新
生
美
術
館
の
整
備
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会派別議員数�（平成27年11月27日現在） 傍聴の御案内

　条例では、基本理念のほか、県の責務や県民、事業者、スポーツ団体等の役割
を定めています。

（県民の役割）
・�スポーツに対する関心および理解を深めるとともに、日常生活においてス

ポーツに親しみ、またはスポーツを楽しむことにより、心身の健康の保持増
進および体力の向上に努めること

・�子どもの保護者は、子どもが心身の健康の保持増進のためにスポーツ活動
に参加できるように配慮するとともに、幼児期からの子どもの心身の健康
の保持増進および体力の向上、地域におけるスポーツ活動への協力その他
子どものスポーツ活動を推進するために必要な取組を行うよう努めること

　また、県が取り組む施策を定めています。

（県が取り組む施策のうち主なもの）
　○ 生涯にわたるスポーツ活動の推進	 ○ 県民参加の促進等
　○ 県民の心身の健康の保持増進等	 ○ 子どものスポーツ活動の推進
　○ 学校におけるスポーツ活動の推進	 ○ 障害者のスポーツ活動の推進
　○ 自然環境等を活用したスポーツ活動の推進
　○ スポーツの推進を通じた地域の活性化	 ○ 人材の育成、資質の向上等
　○ 競技水準の向上	 ○ 施設の整備等


